






























































表 1クラックストンによる LearningPower 
Learning しなやかさ 機知に富むこと 省察性 相互作用
Powerの 学習の感情的側面 学習の認知的側面 学習の戦略的側面 学習の社会的側面
性質 感性 思考 管理 関係
学習能力 没頭 問いをつくる 計画 相互依存
気を逸らすものの管理 関連づけ 修正 協働
気づく 想像する 抽出 共感と傾聴
忍耐 理由づけ メタ学習 模倣
資料の活用














































































機知：間いをつくる 1 機知：問いをつくる 1 機知：間いをつくる 1 
学びに向かう力なし 2 省察：メタ学習 2 機知：関連づけ
----------------------- ----------------------
学びに向かう力なし 1 学びに向かう力なし 1 3 
機知：問いをつくる 1 機知：間いをつくる 1 機知：想像する 1 
機知：問いをつくる 1 機知：問いをつくる 1 機知：資料の活用
----------------------- ----------------------
学びに向かう力なし 3 学びに向かう力なし 3 4 




学びに向かう力なし 7 8 10 
機知：問いをつくる 機知：問いをつくる 2 省察：メタ学習
----------------------




学びに向かう力なし 7 8 10 
学びに向かう力なし 機知：間いをつくる 2 学びに向かう力なし
----------------------
3 省察：メタ学習 2 
----------------------- ----------------------
































































































































































は39人中 22人 (56.4%) であり、 2018年度実践で学びに



































2018年度実践で 34名中 10名 (29.4%) いた、 C評価の






自分が 15歳でハンセン病療養所で暮らしているとし 振り返り 振り返り 振り返り
て、つらいことを考えあう場面(※2)
機知に 間いをつくる 10(45.5%) 11(50.0%) 0(0.0%) 
富むこと 関連づけ 1(4.5%) 3(13.6%) 6(27.3%) 
想像する 22(100.0%) 2(9.1%) 0(0.0%) 1(4.5%) 
理由づけ 0(0.0%) 1(4.5%) 3(13.6%) 
省察性 計画 1(4.5%) 0(0.0%) 1(4.5%) 
抽出 0(0.0%) 4(18.2%) 3(13.6%) 
メタ学習 0(0.0%) 0(0.0%) 7(31.8%)t 
相互作用 協働 l 7(77.3%)t 0(0.0%) I 1c31.s%) I -(※3)-





自分が 15歳でハンセン病療養所で暮らしていると 振り返り 振り返り 振り返り
して、つらいことを考えあう場面(※2)
機知に 間いをつくる 8(47.1%) 9(52.4%) 0(0.0%) 
富むこと 関連づけ 0(0.0%) 1(5.9%) 2(11.8%) 
想像する 17(100.0%) 0(0.0%) 0(0.0%) 1(5.9%) 
理由づけ 0(0.0%) 0(0.0%) 2(11.8%) 
省察性 計画 1(5.9%) 0(0.0%) 3(17.6%) 
抽出 0(0.0%) 5(29.4%) 1(5.9%) 
メタ学習 0(0.0%) 0(0.0%) 1(5.9%)t 
相互作用 協働 3(17.6%)t 0(0.0%) I 3(17.6%) I -(※3) 
「学びに向かう力」なし 0(0.0%) 9(52.4%) 7(41.2%) 8(36.4%) 
（単位：人（それぞれの群に占める％））（※1)
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